
65.彦根市城町円常寺遺跡の概要

今回試婦制授の対象となった地点は、彦被市域防f二

丁目字問常寺56番10・同字濃度敷30得 3・301s:4であ

る。このJt主は、北京に特別史跡「彦根城跡Jを笠む。彦

線市史によれば、外務に而し百石クラスの武家屋敷が

有った所とされている。

識:If.の発端t立、カネボウの宅士宅の一部をカネボウハ

ウジング輸がn収し分線住宅地の造成を計画した事で

ある.この為に、事前発搬調査の計画がなされ、彦根

市教育餐貝会が潟ヨ主主体とな')、潟盗機関として彦板

市雄総文化財Je編制ヨ昼間に調査を委託する務になった。

元来、考古学において中近世の税益、研究は非常に

巡れており、それが注目される様になったのはこよ10

年米である。このJ鮮は、特別史跡「彦椴城跡」及び彦綴

械の減下町においても例外ではない.その事例Iま昭和

54年夏に笑施された市立西中学校々会改築に伴う発織

;品j縫 1紛jを数えるのみである.

この様に、彦綾城及び城下町の考古学的災体は不明，

であるので、今回の試鍛調査の三注目的を、逃織の有無

を確認することに先ずおいた。又、巡織が残存した場

合{孟、その深さ及(J残存の状態を階認する事とした.

それゆえに、調1.t:!也織を巡~JlJの残存がある程度予恕さ

れる灼l地に限定し、社宅が建てられていた所を除外し

た.湖道Eの方法もこのg的にかなうトレンチ煽りとした.

2 
先ず、調査区域の全体的な土府を記せ1;1'、制IIJ砲であ

る関係で表土l孟務作土である.第 2層iま賞灰色土層が

約2仇mであ，)、この府までは畑地の土層であると考え

られる。この!百以降l主、遺物 ・炭焼け土 ・山土等が混

じった趨iめ立てのj苗(悠封l!JM)で、泣繊前{ま 21時期ある

事が折I(t認できた。この 21刷切のi鐙総聞のうちの下の荷

ら池山ではなく 、遺物を含んだ型在地j習であり、 i釦悼の

無い 3卜レンチでこの下を掘り下げた。その給来{ま、

砂府("'もしく 11i1i)jJ.:訟で見られるJとなり、水がしみ出

して来た。

次に各トレンチの状況を記す。

< 1トレンチ〉

カネボケ付;宅より芹川Ii向lこ走るノl、巡の東南側の知11

N o. 35 

J也に設定した。この焔地{ま、持戸・貯水浴~ーの品骨造物

が多 <ill械の残存・状態lまあまり良くないと推定された。

トレンチもこれ等の構造物の関係上 rLJ字裂となっ

た。

土層{主、幼作土をユンボにてJ施。込み、 11.. 褐色粘土

j替のよI筒で-i.tJ1:めたが、この賞総色粘土層はrp5 III 

ほどで切れる。これより北東側は、遺物の混じった盤

地階となる。この主主j也j百を焼け土が問的に広がる所ま

で約50cmほど下げた.この前では焼け土の他に r.タタ

キ土」の破片が検出された。他に遺構{まなく、再度人

予にて編')下げる。池袋より 70cmほど下げたi時点で人

孤大手塁手〉石91Jが出て来る。

1トレンチの主なi立構{立、前記した石列て'あるが、

トレンチ全体の状態を先ず必〈。

トレンチ南西宮織は、昭和35年に雄めた'*路が線認さ

H、それに切られて1配偶色粘土の土異状の逃怖が検出

された。ょの部分はごみ穴による銃器しが首位しい.タタ

キ土が検出されたU1I(主、野}2次のi立総面と考えられ、

このタタキ土はiな11bを持っており谷線の破片と考えら

れる.m 1 次のiïìf，l'I函でh検出されたお~jI止、人派大で

平べったい石を残存状態の良い所でニ段に:fi'lんであっ

た。石の代リに瓦を立てた所もあリ、 iトレンチの中

で7m)院の長さである。

<2トレンチ〉



ょのトレンチでは、はうきりと 2耐の必梅l百が認め

ちlt，た.

l:l:Uえの遺t'iI主、 lトレンチでIJ.鍵fiLのt.}1こ巾が不

明であ 9 たが、 2トレンチで銀Uされ、約6mをJtる.

χ、ニの:I: .r.tを断ち測ったが、 t定努~kではなく、下層

のi;完f長賞色枯:1:Ttfとよ層の災禍色粘土月曜を台~状にii

ったものであった.下府rllよ1)1よ、ぬの1.tと.I!!.われる

併が111:1:し、 JtT.山ではない，11':/)'傭&zされた.

者J2 ;JçilU~j偏 I~ 、 トレンチ'.'火よリ』じ米側に広がq、

人峨よリやや火事い石をmいた￥[列が2mのj長さで検

出された.ニのお列の石u焼けており.ニの付近1:'炭、

焼rt土が広がっていた.X.二の同一1布で、穴の中に

毒事をu¥せ、[I!J1) を石と 1(.1~'で問んど.irt備が検出された.

この微なjfl初li、{也に 2ヶ所検討1さtLたが、その使用

11的1.1不IUIである.

tl¥2次の遺構l耐では、 lトレンチで検111された石列

の純与と与・えられるお~IJが 1 n1 A¥l検111さtLt.:..他i二数

fi~1の人tJj()cの，fjが出ぶしたが技ぴにJU.制作がなく、元

の{立抵 ~'hいたものであろヲ.
<3トレンチ〉

水路、 1:盟状.irtl禽IJ.2トレンチと同織の状態であっ

た.x. m2次のi量綿商でU.遺織がIZめられず、第

l 次の面iて L 集ii以外I~ 、治的のごみ穴と考えられる

i(.(ef 2 m f.¥の火のみであった.この穴の中には、瓦と

漢が}型宇っていた ~石 r:t、信銀物(武家展叡か)がこ

わされた時点でー度地点耐が物理さ lt、その時に集め

られたものと行一えられる.

<4トレンチ〉

水路.土!:t:lkdl情I止、 2・3トレンチと向織の状態

で倹:Hされた.

者12;，大 .irt~.耐/J.、 rU J~こをよド分にした形で断偏に半

分かかった.(191Jが検出された.このイi?IJr主役けておリ、

焼け土・ lえもlO-2Oc聞の11きで.1:に集勺ていた.:ri列

から約2ml.tなllf.ょ所で底を欠いた磁を伏せ.石、瓦

Jtで間んだjfi婦が検:Ilされた.

気¥1次虚構前iでは、桁の性間約1.8則、震のtUtnO.6

mの人以よりベベ'火さい鎚:(iが検111された.府Hli4
flll であ 1) 、 i~~III)l i 6 11I1.J:J.J:の家て・ある.又、この!¥{敷

跡{主、 :l:J:!l: 1;1.ば予行しておリ、岡市消と勿えられる

2列の平行した行列も検出された.ょの従耳iM.よ')~t 

.!l!慨にもr.iJt撃の{iが検出されたが、その多<1;1動いて

2トレンチ出土シ.:/クイ石て留まれた鉢{第 ril傷萄}
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お1)、集石もあるので、可能性とし

ては屋敷跡が広がる事も考えられる

鐙石群より約3mの所で鉢を伏せ、

四角の瓦製容器の中に入れた遺構が

検出された。

<5トレンチ〉

rUJ字状石列及ぴ礎石訴の続きを

確認する為に 3と4 トレンチの問に

訟定した.

第2次if.tfllJ蘭のrUJ字状石列の続

きは、直線となり、平行して 2列の

石列となる。ょの中を』腐り込むと下

にはlOcm以下の腐平な石が敷いてあ

る織となった。この鴻がruJ!f:の節

分でなくなり、外側の石亨1)だけにな

る.又、焼け土の層には炭化米が径

1mほどの範聞で出土した。

第 l次遺構荷の後不[の続き 11rコJ

の字状の石事IJとなり、 2誌の外腐を翻

む織になり中間の礎石はなかった。

ζ のお初lが家の潟来総になると考え

られる。

<6トレンチ〉

4トレンチとカネボウ社名の問に

礎桁の続きを磯認する為に設定した

時間のつごうで2X2mの大きさで

あり、 61陶の礎石を検出したにとど

まった。

3 

各トレンチの状況を記し、巡u鮮の
状態をn.~いて来たのであるが、若干

のまとめを以下岱〈。

現絞め水路が彦娘域外語債の跡と考

えられており、外様跡の検出も予想、

されたのであるが、今回の緋tfi:では

硲1mできなかった。しかし、調査地

繊の南商織で現在の水跡と平行した

土単状の遺慨を検出した。この土皐

l立、外様内i測の土旦である可能性が

考えられる。古絵図の外~I;t現在の

昭和新進の道路であろうか。

開設地区 I孟、彦俄械の第三事~にあ

たり、彦相主術史によれば百石以上の

武家屋敷のあった所とされている.

今回の調査では範囲、時間の制約等

で屋数跡の会休の調査は不可能であ

ったが、その残存状態の磁認と言う

当初の目的iまはたせたと考える。

(本四修平)

4卜レンチ出土石で図まれた皇室(第 Ii愛情菌)

4 . 5トレンチ検出遺術第 |遺構街石敷き潟

4・5トレンチ建物礎石総(第 2遺構薗)
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